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はじめに
最近における調査ではスポーツ施設への要望の
なかで，成人病の予防に焦点をあてた健康・休力
づくりの相談やそのためのスポ＿—-ツや休操を望む
声が多くなってきている (1 8 ）っ このことはスポ
ーツ施設が従来の人的要素をも含めた施設及び環
境の整備だけでなく，健康づくりとしての貝体的
な運動プログラムの整備が必要であることを意昧
している。つまり利用者の臭体的な勤機に適切に
応えられるプログラムの作成が要求される。
そのためには利用者の施設利用の動機を的確に
把握する必要があり，その結果から運動プログラ
ムの内容を検討してゆくことが必要である。その
ような主旨から，本調査では東京都の多摩地区に
あって都民の健康づくりに先導的立場にある東京
都都立多摩スポーツ会館において，健康体力相談
に初めて来館する人を対象に，その利用のための
相談内容について調査し，今後の運動プログラム
作成の資料とすることを目的とした。
調査方法
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対象となった利用者は 1985年から 1988
年まての 4 年間に東京都立多摩スポーツ会館の健
康休｝）相談室に訪れた男女 8 1 9 名である。
。調査対象者の年代別人数は 1 9 8 5 年度 255
人， 86 年度 145 人， 8 7 年度 198 人， 88
年度 2 2 1 人であった。多摩スポーツ会館におけ
る健康体））相談に関する開設日などの情報は広報
や館内に掲示されている。スポ｀ーツ相談の内容に
関する調査は表 1 に示した内容であり，解答は重
複回答であった。質問の内容はこれまでの多摩ス
ポーツ会館における種々の調査の結果の中から可
能な限りの項目を列挙した。
結果と考察
図 1 は全例について相談内容を多い類に示した
ものである，相談の多かった内容の上位は， 1)
「肥満解消や減量」に関する相談が全体の 15.
5 ％であり，次いで， 2) 「高（低）血圧と運勧一
に関する相談が 1 3. 0 %, 3) 「頸肩腕症候群
（肩こり，頸の痛み）」に関する相談が 1 0. 8 
%'4) 「腰痛」に関する相談が 1 0. 1 ％を云；：
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質問項目
1 肥満解消や減量について
2 高（低）血圧と運動
3 劉用筵畔（肩こり、首の痛みなど）
4 匝痛
5 これから健康づくりをはじめたい
6 不定愁訴（頭痛、息切れ、めまいなど）の
改善
1 病気、障害の回復後の体力づくりやリハピリ
8 関節痛、筋肉痛
9 現在の運動量は適当か
10 アレルギー
11 不整脈、輝、徐脈
12 糖尿病と運動
13 胃麗、肝鼠
14 心殿
15 筋力増強
16 食事や運動について
17 その他
年度
口 1985
〇'''''',. N O 寸 n (.0 ト OO O) 0,..NM 寸 n (.0 ト,.,.,.,.,.,.,. 
質問吼甘
図 2 1985年～1988年までのスポーツ
相談内容の比較
図 1 スポーツ相談に訪れた相談内容
（重複回答）
た。これらの 4項目の相談内容を合わせると全体
の約半分を占めた (49. 4%) 。
年代別にみると（図 2) ，その絶対数にでは多
少の差はあるものの，相談内容の順序においては
全く同様な結果を示しており，最近数年間におけ
るスポーツ会館における健康体力相談の内容に変
化はみられない。
年齢階層別（図 3) にみても，年齢に関係なく
最も多い相談内容は「肥満解消や体重減量」に関
する相談であった。
20 歳未満 (1 5 歳から 1 g 歳）では，特に
「肥満の解消と減量」が全体の 22 ％と他の年代
に比して多かった。次いで「高（低）血圧と運動」
に関する相談 (1 0. 2% ）であった。 20歳代
では「肥満解消や減量」， 「高（低）血圧と運動」
及び「腰痛」に関する相談内容が上位にランクさ
れている。
30 歳代以上になると， 「肥満解消と減量」
「血圧と運動」 「頸肩腕症候群（肩こり，首の痛
み）」 「腰痛」に関する相談内容が相談内容の上
位を占めるようになってくる。この上位4項目の
割合は， 20歳以下では全体の 3割程度であるが
(30. 7%), 20 歳代になると 4 割を超え
(44. 7%), 30 歳代以上になるとほぼ 5 割
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図 3 年齢階層別スポーツ相談の内容
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に達する (3 0 歳代 52. 8%, 40歳代 5 1. 
8%, 50歳代46. 3%,60歳代 50. 9%) 。
また加齢とともに「これから健康づくりをはじめ
たい」といった相談内容が多くなる傾向を示して
いる。
さらに 50 歳代及び 60歳代になると，上記愁
訴に加えて， 「関節痛や筋肉痛」に関する相談が
多くなってくることが特徴的である。このことは
高齢者では関節など骨格系への配慮が運動プログ
ラムを考える際に必要であることを示している。
全体的にみると「肥満解消や減量」， 「高（低）
血圧と運動」及び「頸肩腕症候群（肩こり，頸の
痛み）及び腰痛」が多摩スポーツ会館における健
康体力相談の上位 3 項目である。この三大愁訴は
現代人の運動不足の典型を示しており，身体機能
が不活動性萎縮に対する機能的変化の段階の典型
であると考えられる。中高年層では三大愁訴の改
善が最も強く運動への期待・動機となっているも
のと考えられる。 20歳未満の年齢層においてす
でに「肥満解消や減量」に関する相談は全体の 2
割を超え， 「高（低）血圧と運動」の項目を加え
ると全体の 3 分の 1 が運動不足と相対的過食に起
因する肥満とそれにともなう循環の悪化を想定さ
せるものあった。このことは若年層がスポーツ会
館において種々のスポーツを楽しむという従来の
イメージが消え，若年層も中高年層と同様に基礎
的運動を主とした健康づくりの実践が必要となっ
てくる。
また一方では，近年において 50歳を過ぎる頃
から骨そしょう症など骨格系の異常が目だち始め
ている。寝たきり予防のために骨折の予防は重要
な課題となってきている。運動の実践がその予防
に有効であることも確かめられており，そうした
問題に焦点を合わせた運動プログラムの開発も必
要となるであろう。
当館における相談内容をみると「これからの体
育施設の役割」の一端がみえてくるように思われ
る。つまりこれからのスポーツ会館ではこれらの
結果を基礎とした肥満の予防や改善，高血圧の予
防などの循環機能の改善並びに腰痛や頸肩腕症候
群，関節運動など運動器障害の予防などに主眼を
おいた具体的運動プログラムを提供する必要性が
ある。地域におけるスポーツ施設の役割は年齢に
関係なく健康づくりへの志向が強くなってきてお
り，利用者の具体的運動動機にこたえるような運
動プログラムを提供する必要がある。
多摩スポーツ会館ではこれまで「健康体力づく
り教室」や「トレーニング・ルーム利用者」に対
して次のような運動を実施し，あるいは奨励して
きた。
体重調整と血圧管理に関しては持久的運動とし
て中等度以下の運動を 20分以上及び頸肩腕症候
群・腰痛に関しては「上休そらし」及び「上体お
こし」の体幹筋の運動を，それぞれ 50 回と 30
回を実施している。これらの運動プログラムの実
践によって，これまで血圧に関しては高血圧症の
改善（ I,;,,3), 血圧のしゅうれん効果 (2.4,7) ，加
速度脈波による血液循環の改善（ら．6), 体重調整に
関しては，肥満者の減量や高血糖の改善 (10. I 1, 1 
？），皮脂厚のしゅうれん効果 (4) など地域住民のた
めの健康づくり対策としてその内容が健康づくり
に効果的な運動プログラムを提供してきた。
これまでの著者らの経験 (10) によると，中高年
層ではスポーツ種目の教室よりも基礎運動を主と
したトレーニング教室のほうが出席率が高く，中
高年層では健康づくり志向が強く，同時に具体的
な身体状態の改善を運動に期待していることが伺
われた。本調査にみる上位 3項目の相談内容はい
わば現代人の身体状態の悪化を示した 3 大愁訴で
あり，こうした愁訴の改善を多くの中高年層が運
動にその改善を期待していることを示すものであ
る。このような結果は従来のスポーツ会館からよ
り一眉役割が細分化してゆく可能性を感じるもの
である。
スポーツ会館における運動プログラムをどのよ
うに設定するかという問題は公立スポーツ施設に
とってきわめて重要な課題である。スポーツ会館
が単なるスポーツを楽しむ場の提供だけではなく，
利用者の運動動機にできるだけ対応した運動プロ
グラムを提供すること力培りまれている。
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